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第２回グローバル・インスピレーション・イニシアティブ企画 

～トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム～「香川地域活性化グローカル人材育成プログラム」 
第４回派遣留学生帰国報告会の開催について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記 

 

１. 日  時／2021 年１月 18日（月） 16：30～18：00 
 開会挨拶（香川大学長） 

地域協議会会長挨拶（香川県知事） 
帰国学生による発表（４名） 
発表講評（文部科学省、支援企業・団体代表：独立行政法人 日本貿易振興機構（ジェトロ）） 

２．会  場／香川大学 グローバル・カフェ（幸町キャンパス OLIVE SQUARE２階） 

       オンライン（Microsoft Teams）同時配信   
３．参 加 費／無料  

 

４．主  催／香川地域人材育成コース協議会（プログラム代表責任者：香川県知事、事務局：香川大学） 

 

５．参 加 者／文部科学省、地方自治体、県内企業、経済団体、教育機関関係者、県内学生他 約 50名（予定） 

 

 

 

 

香川地域活性化グローカル人材育成プログラムは、香川県の産業や重点政策・課題をテーマに留学する

学生に、奨学金を支給する制度です。奨学金は主に県内企業・団体から頂いた寄附金で、香川の産官学が

連携してグローバルな視点でローカルに活躍する人材（グローカルリーダー）を育成しています。 

このたび本プログラムで留学した学生４名が、海外留学やインターンシップを通して学んだこと、今後

の活動予定について報告します。 

グローカル人材に興味のある企業・団体の皆様、留学に興味のある学生の皆様のご参加をお待ちしてお

ります。 

 問い合わせ先  
香川地域人材育成コース協議会事務局 
香川大学国際グループ 篠原 
TEL：087-832-1178 FAX：087-832-1192 

E-mail：kokusait@kagawa-u.ac.jp 



香川地域活性化グローカル人材育成プログラム

第４回派遣留学生帰国報告会を開催!

【お申込み及びお問合せ】
お申込みURL: https://forms.gle/pnAroKpfzbKDPpZZ6
香川地域人材育成コース協議会事務局（香川大学国際グループ）
電話番号:087-832-1178 / Fax番号:087-832-1192
E-mail:kokusait@kagawa-u.ac.jp

＜トビタテ学生発表者＞

香川地域活性化グローカル人材育成プログラムは、香川県の産業や重点政策・課題をテーマに
留学する学生に、奨学金を支給する制度です。奨学金は主に県内企業・団体から頂いた寄附金か
ら支給され、香川の産官学が連携してグローバルな視点でローカルに活躍する人材（グローカル
リーダー）を育成しています。

このたび本プログラムで留学した学生４名が、海外留学やインターンシップを通して学んだこ
と、今後の活動予定について報告します。

グローカル人材に興味のある企業・団体の皆様、留学を希望する学生の参加をお待ちします!

日時:2021年１月18日（月）16:30～18:00
場所:香川大学グローバル・カフェ（幸町キャンパス OLIVE SQUARE２階）

オンラインで同時配信※オンラインで参加希望の方には後日URLをお知らせします。

香川の未来をつくる若者の留学を、オールジャパンで応援しています。

第２回 グローバル・インスピレーション・イニシアティブ企画

＜文部科学省＞
独立行政法人 日本学生支援機構 文部科学省官民協働海外留学創出プロジェクト

グローバル人材育成部 部⾧ 大金 伸光 氏
＜支援企業・団体代表＞

独立行政法人 日本貿易振興機構（ジェトロ）
地域統括センター⾧（四国）・香川貿易情報センター所⾧ 岡田 春彦 氏

氏名 在籍大学等 渡航先国 留学計画

永木 はるか 高松大学
発達科学部 アメリカ合衆国 子どもたちの自発性・主体性を伸ばす教育をしている２つの小学校でボラ

ンティアを行い、子どもたちの思考力を伸ばすスキルを得る。

村井 颯希 香川大学
工学研究科 オーストラリア 香川の地域の魅力を最大限生かした街づくりに貢献するために、建築デザ

インや周辺環境を生かした設計手法に関する研究活動を行う。

小池 裕之 香川大学
農学研究科 アメリカ合衆国 メダカ中のたんぱく質の発現に関する研究を行うとともに、ゲノム編集技

術を学ぶ。

夏目 佳奈 香川大学
農学研究科 ケニア共和国 香川県産オリジナル品種開発の振興を目的として、ケニアの農家や市場で

の調査及び農業上有用な微生物の探索を行う。
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